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【 請 求 項 １ 】 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 に 少 な く と も 研 磨 対 象 物 を 研 磨 す る 研 磨 部 及 び 研 磨 対
象 物 を 洗 浄 す る 洗 浄 部 と を 備 え た 研 磨 装 置 の 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 う 排 気 制 御
手 段 を 具 備 す る 研 磨 装 置 で あ っ て 、
前 記 排 気 制 御 手 段 は 前 記 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で 区 画 し 、 各 区 画 毎 に 排
気 ラ イ ン を 設 け る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、 排 気 が 必 要 な 場 合 の み 該 排 気
を 必 要 と す る 区 画 に 設 け た 排 気 ラ イ ン の 前 記 排 気 弁 を 操 作 し て 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制
御 を 行 う 排 気 制 御 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、
前 記 排 気 制 御 手 段 は 前 記 洗 浄 部 の 洗 浄 段 の 排 気 量 を 前 記 研 磨 対 象 物 の 洗 浄 処 理 時 の み 増 や
す こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、
前 記 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 画 毎 に 圧 力 計 を 備 え 、 前 記 排 気 制 御 手 段 は 該 各 排 気 ラ イ ン 又 は
各 区 画 毎 に 設 定 さ れ た 圧 力 設 定 値 よ り 該 圧 力 計 に よ る 実 測 値 が 高 い と き の み 前 記 排 気 弁 を
操 作 し て 前 記 各 区 画 の 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 に 被 研 磨 基 板 を 研 磨 す る 研 磨 部 を 備 え た 研 磨 装 置 で あ
っ て 、
前 記 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で 区 画 し 、 該 各 区 画 毎 に 排 気 ラ イ ン を 設 け る
と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、
前 記 排 気 弁 を 操 作 し て 前 記 各 部 位 で 処 理 時 以 外 で は 排 気 量 又 は 排 気 時 間 を 処 理 時 よ り も 低
下 さ せ る 排 気 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】 請 求 項 ４ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、
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前 記 空 間 内 に 被 研 磨 基 板 を 洗 浄 す る 洗 浄 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 ウ エ ハ 等 の 研 磨 対 象 物 を 研 磨 し 、 洗 浄 処 理 す る 研 磨 装 置 に 関 し 、 特 に 必
要 な 排 気 が 十 分 に 実 施 で き 、 且 つ 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー が 節 約 で き る 排 気 制 御 手 段 を 備
え た 研 磨 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 半 導 体 デ バ イ ス の 高 集 積 化 が 進 む に つ れ て 回 路 の 配 線 が 微 細 化 し 、 配 線 間 距 離 も よ
り 狭 く な り つ つ あ る 。 特 に 、 ０ ． ５ μ ｍ 以 下 の 光 リ ソ グ ラ フ ィ の 場 合 、 焦 点 深 度 が 狭 く な
る た め ス テ ッ パ の 結 象 面 の 平 坦 度 を 必 要 と す る 。 そ こ で 、 半 導 体 ウ エ ハ の 表 面 を 平 坦 化 す
る こ と が 必 要 と な る が 、 こ の 平 坦 化 の 一 手 段 と し て 研 磨 装 置 に よ り 半 導 体 ウ エ ハ の 表 面 を
研 磨 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 、 こ の 種 の 研 磨 装 置 は 、 研 磨 に 砥 粒 と の 懸 濁 液 で あ る 砥 液 を 使 用 す る こ と か ら こ の 液
の ミ ス ト 飛 散 及 び 付 着 後 の 乾 燥 に よ る 砥 粒 の 飛 散 や 、 砥 液 に 薬 液 等 を 使 用 し た 場 合 に は 有
害 ガ ス を 発 生 す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 研 磨 装 置 は 比 較 的 大 き な 動 力 を 使 用 す る た め 動 力 駆
動 部 か ら の 発 塵 が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 、 上 記 砥 液 ミ ス ト 飛 散 及 び 付 着 後 の 乾 燥 に よ る 砥 粒 の 飛 散 や 、 砥 液 に 薬 液 等 を 使 用 し
た 場 合 に は 有 害 ガ ス を 発 生 、 動 力 駆 動 部 か ら の 発 塵 の 対 策 と し て 、 研 磨 装 置 内 の 排 気 を 行
っ て い る 。 こ の 研 磨 装 置 内 の 排 気 は 、 ユ ー ザ ー の 仕 様 に よ っ て あ る 負 圧 に て 排 気 を 行 っ て
い る 。 そ し て 排 気 量 は 研 磨 処 理 す る 半 導 体 ウ エ ハ の パ ー テ ィ ク ル や 金 属 汚 染 を 問 題 に な ら
な い レ ベ ル に 維 持 で き る よ う に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 排 気 は 研 磨 装 置 内 の 部 位 毎 に 個 別 に 行 っ て い る が 、 特 に 各 部 位 毎 の 排 気 量 の 制 御 を
行 っ て い な い 。 そ の た め 排 気 量 は 必 然 的 に 安 全 十 分 な 量 に 設 定 さ れ 、 ひ い て は ユ ー ザ ー に
多 大 な 負 担 を 与 え る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 述 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 研 磨 処 理 す る 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル や 金
属 汚 染 を 問 題 に な ら な い レ ベ ル に 維 持 す る た め に 必 要 な 排 気 が 十 分 に 実 施 で き 、 且 つ 排 気
に 要 す る エ ネ ル ギ ー が 大 幅 に 節 約 で き る 研 磨 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 に 少 な く と も 研
磨 対 象 物 を 研 磨 す る 研 磨 部 及 び 研 磨 対 象 物 を 洗 浄 す る 洗 浄 部 と を 備 え た 研 磨 装 置 の 排 気 及
び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 う 排 気 制 御 手 段 を 具 備 す る 研 磨 装 置 で あ っ て 、 排 気 制 御 手 段 は
前 記 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で 区 画 し 、 各 区 画 毎 に 排 気 ラ イ ン を 設 け る と
共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、 排 気 が 必 要 な 場 合 の み 該 排 気 を 必 要 と す る 区 画 に
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共 に 隔 壁 で 囲 ま れ た 研 磨 部 と 洗 浄 部 と を 具 備 し 、 前 記 研 磨 部 で 研 磨 対 象 物 を
研 磨 し た 後 、 該 研 磨 対 象 物 を 前 記 洗 浄 部 で 洗 浄 す る 研 磨 装 置 の 運 転 方 法 に お い て 、
前 記 洗 浄 部 内 に は 共 に 隔 壁 で 囲 ま れ た １ 次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 が 設 け ら れ 、
前 記 研 磨 部 と 前 記 洗 浄 部 と 前 記 １ 次 洗 浄 部 と 前 記 ２ 次 洗 浄 部 に は そ れ ぞ れ 排 気 ラ イ ン が 設
け ら れ る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン に は そ れ ぞ れ 排 気 弁 が 設 け ら れ 、
前 記 洗 浄 部 か ら の 排 気 を フ ィ ル タ ー フ ァ ン を 介 し て 該 洗 浄 部 に 戻 し て 循 環 さ せ 、 前 記 洗 浄
部 の 待 機 時 は 前 記 洗 浄 部 と 前 記 １ 次 洗 浄 部 と 前 記 ２ 次 洗 浄 部 に 設 け た 排 気 ラ イ ン の 排 気 弁
を 閉 じ る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 の 運 転 方 法 。
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設 け た 排 気 ラ イ ン の 前 記 排 気 弁 を 操 作 し て 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 う 排 気 制 御 手
段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 の よ う に 、 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で 区 画 し 、 各 区 画 毎 に 排 気 ラ イ ン
を 設 け る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、 さ ら に 排 気 制 御 手 段 を 設 け た の で 、 あ
る 区 画 が 排 気 を 必 要 と す る 場 合 の み 、 排 気 制 御 手 段 に よ り 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を
行 う こ と が で き る か ら 、 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル や 金 属 汚 染 を 問 題 に な ら な い レ ベ ル に
維 持 す る た め に 排 気 を 必 要 と す る 部 位 に 必 要 十 分 な 排 気 を 実 施 で き る と 共 に 、 排 気 に 要 す
る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、 排 気 制 御 手 段 は 洗 浄 部 の
洗 浄 段 の 排 気 量 を 研 磨 対 象 物 の 洗 浄 処 理 時 の み 増 や す こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の よ う に 洗 浄 部 の 洗 浄 段 の 排 気 量 を 研 磨 対 象 物 の 洗 浄 処 理 時 の み 増 や す こ と に よ り 、
全 体 と し て 少 な い 排 気 量 で 効 果 的 に 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル や 金 属 汚 染 を 問 題 な い レ ベ
ル に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 画
毎 に 圧 力 計 を 備 え 、 排 気 制 御 手 段 は 該 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 画 毎 に 設 定 さ れ た 圧 力 設 定 値
よ り 該 圧 力 計 に よ る 実 測 値 が 高 い と き の み 排 気 弁 を 操 作 し て 各 区 画 の 排 気 及 び ／ 又 は 排 気
量 の 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の よ う に 排 気 制 御 手 段 は 該 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 画 毎 に 設 定 さ れ た 圧 力 設 定 値 よ り 該
圧 力 計 に よ る 実 測 値 が 高 い と き の み 排 気 弁 を 操 作 し て 各 区 画 の 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制
御 を 行 い 、 圧 力 設 定 値 よ り 実 測 値 が 低 い と き は 排 気 を 行 わ な い か ら 、 該 圧 力 設 定 値 を 適 切
に 設 定 す る こ と に よ り 、 排 気 を 必 要 と す る 部 位 に 必 要 十 分 な 排 気 を 実 施 で き る と 共 に 、 無
駄 な 排 気 を 行 わ な い こ と に よ り 、 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 に 被 研 磨 基 板 を 研 磨 す る 研 磨 部 を 備 え た
研 磨 装 置 で あ っ て 、 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で 区 画 し 、 該 各 区 画 毎 に 排 気
ラ イ ン を 設 け る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、 排 気 弁 を 操 作 し て 各 部 位 で 処 理
時 以 外 で は 排 気 量 又 は 排 気 時 間 を 処 理 時 よ り も 低 下 さ せ る 排 気 制 御 手 段 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の よ う に 排 気 制 御 手 段 は 排 気 ラ イ ン 毎 に 設 け た 排 気 弁 を 操 作 し て 各 部 位 で 処 理 時 以 外
で は 排 気 量 又 は 排 気 時 間 を 処 理 時 よ り も 低 下 さ せ る 機 能 を 有 す る の で 、 排 気 に 要 す る エ ネ
ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 す る こ と が で き る と 共 に 、 処 理 時 に 排 気 を 必 要 と す る 部 位 に 必 要 十 分
な 排 気 を 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 研 磨 装 置 に お い て 、 空 間 内 に 被 研 磨 基 板 を 洗
浄 す る 洗 浄 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 共 に 隔 壁 で 囲 ま れ た 研 磨 部 と 洗 浄 部 と を 具 備 し 、 研 磨 部 で 研 磨
対 象 物 を 研 磨 し た 後 、 該 研 磨 対 象 物 を 洗 浄 部 で 洗 浄 す る 研 磨 装 置 の 運 転 方 法 に お い て 、 洗
浄 部 内 に は 共 に 隔 壁 で 囲 ま れ た １ 次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 が 設 け ら れ 、 研 磨 部 と 洗 浄 部 と １
次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 に は そ れ ぞ れ 排 気 ラ イ ン が 設 け ら れ る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン に は そ
れ ぞ れ 排 気 弁 が 設 け ら れ 、 洗 浄 部 か ら の 排 気 を フ ィ ル タ ー フ ァ ン を 介 し て 該 洗 浄 部 に 戻 し
て 循 環 さ せ 、 洗 浄 部 の 待 機 時 は 洗 浄 部 と １ 次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 に 設 け た 排 気 ラ イ ン の 排
気 弁 を 閉 じ る こ と を 特 徴 と す る 。



【 ０ ０ １ ７ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 研
磨 装 置 及 び 排 気 制 御 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で 、 図 １ は 研 磨 装 置 の 平 面 配 置 構 成 を 示 す 図 、
図 ２ は 研 磨 装 置 の 一 部 と 排 気 系 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 研 磨 装 置 は 、 少 な く と も 半 導 体 ウ
エ ハ 等 の 研 磨 対 象 物 を 研 磨 す る 研 磨 部 １ １ 、 １ １ と 、 該 研 磨 対 象 物 を 洗 浄 す る 洗 浄 部 １ ２
と を 備 え 、 全 体 を 隔 壁 １ ０ で 囲 ん で い る 。 ま た 、 研 磨 部 １ １ と 洗 浄 部 １ ２ は 仕 切 壁 １ ３ で
隔 離 さ れ て い る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 研 磨 装 置 は 半 導 体 製 造 設 備 等 の ク リ ー ン ル ー ム 内 に
設 置 さ れ る 装 置 を 念 頭 に お い て い る 。

研 磨 部 １ １ は 仕 切 壁 １ ４ で 上 下 に 仕 切 ら れ 、 上 部 に は タ ー ン テ ー ブ ル １ ５ 、 １ ５ 、 ト ラ ン
ス ポ ー タ １ ７ 、 １ ７ 、 プ ッ シ ャ ー １ ８ － １ 、 １ ８ － １ 、 リ フ タ ー １ ８ － ２ 、 １ ８ － ２ や 反
転 機 ３ ０ 等 の 研 磨 対 象 物 を 取 り 扱 う 部 分 （ 搬 送 部 ） が 配 置 さ れ 、 下 部 に は タ ー ン テ ー ブ ル
１ ５ 、 １ ５ を 回 転 駆 動 す る モ ー タ Ｍ 、 Ｍ 、 ト ラ ン ス ポ ー タ １ ７ 、 １ ７ 、 プ ッ シ ャ ー １ ８ －
１ 、 １ ８ － １ 、 リ フ タ ー １ ８ － ２ 、 １ ８ － ２ 等 の 駆 動 部 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 タ ー ン
テ ー ブ ル １ ５ 、 １ ５ の 周 囲 は 隔 壁 １ ６ 、 １ ６ で 囲 ま れ て い る 。

洗 浄 部 １ ２ に は 隔 壁 で 囲 ま れ た ２ つ の １ 次 洗 浄 部 １ ９ と 、 同 じ く 隔 壁 で 囲 ま れ た ２ つ の ２
次 洗 浄 部 ２ ０ と が 配 置 さ れ て い る 。 １ 次 洗 浄 部 １ ９ 、 １ ９ に は 図 示 は 省 略 す る が そ れ ぞ れ
１ 次 洗 浄 機 が 配 置 さ れ 、 ２ 次 洗 浄 部 ２ ０ 、 ２ ０ に は 図 示 は 省 略 す る が ２ 次 洗 浄 機 （ 研 磨 対
象 物 を 洗 浄 後 に 例 え ば ス ピ ン 乾 燥 に よ り 乾 燥 さ せ る 乾 燥 機 能 を 有 す る 洗 浄 機 ） が 配 置 さ れ
て い る 。 ま た 、 洗 浄 部 １ ２ の 研 磨 部 １ １ 、 １ １ に 隣 接 す る 部 分 に は 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ３ が 配
置 さ れ て い る 。

洗 浄 部 １ ２ の 研 磨 部 １ １ 、 １ １ の 反 対 側 に は 研 磨 対 象 物 を 搬 出 入 す る 搬 出 入 部 ２ ５ が 配 置
さ れ 、 該 搬 出 入 部 ２ ５ に は 研 磨 対 象 物 を 搬 出 入 す る た め の 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ６ が 配 置 さ れ 、
搬 出 入 部 ２ ５ は 研 磨 対 象 物 を 収 納 す る カ セ ッ ト ２ ７ － １ ～ ２ ７ － ４ が 載 置 さ れ る カ セ ッ ト
載 置 台 ２ ８ が 配 置 さ れ る 。 ま た 、 洗 浄 部 １ ２ の 搬 出 入 部 ２ ５ に 隣 接 す る 部 分 に は 研 磨 対 象
物 を 仮 り 置 き す る た め の 研 磨 対 象 物 ス テ ー シ ョ ン ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。

カ セ ッ ト ２ ７ － １ ～ ２ ７ － ４ 内 の 未 研 磨 の 研 磨 対 象 物 が 収 納 さ れ て い る カ セ ッ ト か ら 搬 送
ロ ボ ッ ト ２ ６ で 取 り 出 さ れ た 未 研 磨 の 研 磨 対 象 物 は 研 磨 対 象 物 ス テ ー シ ョ ン ２ ４ に 搬 入 さ
れ る 。 該 研 磨 対 象 物 ス テ ー シ ョ ン ２ ４ に 搬 入 さ れ た 研 磨 対 象 物 は 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ３ に よ り
反 転 機 ３ ０ に 渡 さ れ 、 該 反 転 機 ３ ０ か ら リ フ タ ー １ ８ － ２ 、 ト ラ ン ス ポ ー タ １ ７ 、 プ ッ シ
ャ ー １ ８ － １ を 経 由 し て 、 ト ッ プ リ ン グ ２ ９ に 装 着 さ れ る 。 ト ッ プ リ ン グ ２ ９ に 装 着 さ れ
た 研 磨 対 象 物 は 該 ト ッ プ リ ン グ ２ ９ に よ り タ ー ン テ ー ブ ル １ ５ の 上 面 に 押 圧 さ れ 、 該 タ ー
ン テ ー ブ ル １ ５ と ト ッ プ リ ン グ ２ ９ の 回 転 に よ る 相 対 運 動 に よ り 研 磨 さ れ る 。

研 磨 の 終 了 し た 研 磨 対 象 物 は ト ッ プ リ ン グ ２ ９ に よ り プ ッ シ ャ ー １ ８ － １ に 渡 さ れ 、 該 プ
ッ シ ャ ー １ ８ － １ か ら ト ラ ン ス ポ ー タ １ ７ 、 リ フ タ ー １ ８ － ２ 、 反 転 機 ３ ０ を 経 て 搬 送 さ
れ 、 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ３ に よ り １ 次 洗 浄 部 １ ９ に 搬 入 さ れ １ 次 洗 浄 さ れ る 。 １ 次 洗 浄 の 終 了
し た 研 磨 対 象 物 は 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ３ に よ り ２ 次 洗 浄 部 ２ ０ に 搬 入 さ れ ２ 次 洗 浄 さ れ る 。 ２
次 洗 浄 部 ２ ０ で ２ 次 洗 浄 さ れ 、 且 つ 乾 燥 さ れ た 研 磨 対 象 物 は 搬 送 ロ ボ ッ ト ２ ６ に よ り 取 り
出 さ れ 、 カ セ ッ ト ２ ７ － １ ～ ２ ７ － ４ 内 の 研 磨 済 の 研 磨 対 象 物 を 収 納 す る カ セ ッ ト に 収 納
さ れ る 。
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上 記 の よ う に 洗 浄 部 の 待 機 時 、 洗 浄 部 と １ 次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 に 設 け た 排 気 ラ イ ン の 排
気 弁 を 閉 じ る こ と に よ り 、 待 機 時 は 洗 浄 部 の 排 気 を 行 わ な い か ら 、 研 磨 装 置 の 排 気 に 要 す
る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】

【 ０ ０ １ ９ 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

【 ０ ０ ２ ４ 】



上 記 構 成 の 研 磨 装 置 に お い て 、 洗 浄 部 １ ２ の 上 部 に は 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル タ ー フ ァ
ン ２ １ が 設 け ら れ 、 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ５ か ら の 排 気 を 該 フ ィ ル タ ー フ ァ ン ２ １ を 通 し て
パ ー テ ィ ク ル や ガ ス 状 ケ ミ カ ル 汚 染 を 除 去 さ せ た ク リ ー ン な 空 気 を 洗 浄 部 １ ２ 内 に 送 り 込
み 、 排 気 を 循 環 さ せ る よ う に な っ て い る 。

排 気 ラ イ ン と し て は 図 示 す る よ う に 、 隔 壁 １ ６ で 囲 ま れ た タ ー ン テ ー ブ ル １ ５ の 周 囲 を 排
気 す る タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ ン Ｌ １ 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ ５ を 駆 動 す る モ ー タ Ｍ の 周
囲 を 排 気 す る モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 排 気 ラ イ ン Ｌ ２ 、 ト ラ ン ス ポ ー タ １ ７ の 駆 動 部 の 周 囲 を
排 気 す る ト ラ ン ス ポ ー タ 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ３ 、 プ ッ シ ャ ー １ ８ － １ 、 リ フ タ ー １ ８ － ２ の 駆
動 部 の 周 囲 を 排 気 す る プ ッ シ ャ ー 部 等 排 気 ラ イ ン Ｌ ４ 、 洗 浄 部 １ ２ の 内 部 を 排 気 す る 洗 浄
部 排 気 ラ イ ン Ｌ ５ 、 隔 壁 で 囲 ま れ た １ 次 洗 浄 部 １ ９ の 内 部 を 排 気 す る １ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ
ン Ｌ ６ 、 隔 壁 で 囲 ま れ た ２ 次 洗 浄 部 ２ ０ の 内 部 を 排 気 す る ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ７ が そ
れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。

ま た 、 タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ ン Ｌ １ 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 排 気 ラ イ ン Ｌ ２ 、 ト ラ ン
ス ポ ー タ 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ３ 、 プ ッ シ ャ ー 部 等 排 気 ラ イ ン Ｌ ４ 、 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ５ 、 １
次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ６ 、 ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ７ に は そ れ ぞ れ 排 気 弁 （ Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ
弁 ） Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ 、 Ｖ ５ 、 Ｖ ６ 、 Ｖ ７ が 設 け ら れ 、 該 排 気 弁 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３
、 Ｖ ４ 、 Ｖ ５ 、 Ｖ ６ 、 Ｖ ７ を 介 し て 研 磨 装 置 外 部 の 排 気 源 に 接 続 さ れ て い る 。 制 御 部 ２ ２
で 排 気 弁 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ 、 Ｖ ５ 、 Ｖ ６ 、 Ｖ ７ を 操 作 制 御 し て 、 排 気 し た り 、 排 気
量 を 制 御 す る よ う に な っ て い る 。 制 御 部 ２ ２ は 排 気 が 必 要 な 場 合 の み 該 排 気 を 必 要 と す る
区 画 に 設 け た 排 気 弁 を 操 作 し て 排 気 及 び そ の 排 気 量 を 制 御 す る 。

上 記 構 成 の 研 磨 装 置 の 排 気 制 御 装 置 に お い て 、 例 え ば 待 機 時 は モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 、 ト ラ
ン ス ポ ー タ 部 、 プ ッ シ ャ ー 部 、 １ 次 洗 浄 部 内 、 ２ 次 洗 浄 部 内 の 排 気 が 必 要 な く 、 ま た 洗 浄
部 １ ２ は フ ィ ル タ ー フ ァ ン ２ １ を 通 し て 排 気 を 循 環 さ せ る の で 外 部 に 排 気 す る 必 要 が な い
か ら 、 排 気 弁 Ｖ ２ 、 Ｖ ３ 、 Ｖ ４ 、 Ｖ ５ 、 Ｖ ６ 、 Ｖ ７ を 閉 じ て タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ
ン Ｌ １ の み に よ る 排 気 と す る こ と に よ り 、 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 で き る （
例 え ば 、 排 気 弁 Ｖ １ ～ Ｖ ７ の 全 部 を 開 い て 排 気 し た 場 合 は 排 気 量 が ５ ２ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ と な
る の に 対 し て 、 排 気 弁 Ｖ １ を 開 い て タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ ン Ｌ １ の み に よ る 排 気 を
行 っ た 場 合 は 排 気 量 が １ １ ｍ 3 ／ ｍ ｉ ｎ と な る ） 。

ま た 、 研 磨 対 象 物 の 研 磨 処 理 時 に お い て も 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 、 ト ラ ン ス ポ ー タ 部 、 プ
ッ シ ャ ー 部 及 び １ 次 洗 浄 部 内 の 排 気 が 必 要 な い と 判 断 し た 場 合 は 、 排 気 弁 Ｖ １ 及 び Ｖ ７ を
開 い て タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ ン Ｌ １ 及 び ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ７ に よ る 排 気 の み
を 行 う 。 こ れ に よ り 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 で き る 。 ま た 、 １ 次 洗 浄 部 排 気
ラ イ ン Ｌ ６ 及 び ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ７ に よ る 排 気 、 特 に ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン Ｌ ７ に
よ る 排 気 は 洗 浄 処 理 時 に 排 気 量 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 、 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル や 金
属 汚 染 を 問 題 に な ら な い レ ベ ル に 維 持 す る の に 効 果 的 で あ る 。

な お 、 図 示 は 省 略 す る が 、 研 磨 装 置 の 外 部 か ら 空 気 を 取 り 込 み 給 気 量 の 制 御 を 行 う 給 気 量
制 御 手 段 を 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 研 磨 装 置 の 外 部 か ら 排 気 ラ イ ン Ｌ ５ と は 別 に 給 気 ラ イ
ン を 設 け 、 空 気 を 必 要 な と き の み 取 り 込 み フ ィ ル タ ー フ ァ ン ２ １ を 通 し て ク リ ー ン な 空 気
と し 、 洗 浄 部 １ ２ 内 に 供 給 す る よ う に 制 御 し て も よ い 。 更 に 、 フ ィ ル タ ー フ ァ ン ２ １ を 通
し た ク リ ー ン な 空 気 を 搬 出 入 部 ２ ５ や カ セ ッ ト 載 置 台 ２ ８ に 分 岐 供 給 し て も よ い 。 ま た 、
搬 出 入 部 ２ ５ や カ セ ッ ト 載 置 台 ２ ８ で も 必 要 な 時 だ け 、 給 気 ・ 排 気 量 を 制 御 す る よ う に し
て も よ い 。

ま た 、 図 示 は 省 略 す る が 各 排 気 ラ イ ン Ｌ １ ～ Ｌ ７ の 上 流 部 近 傍 又 は 各 区 画 内 に 圧 力 計 を 備
え 、 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 間 に 設 定 さ れ た 圧 力 値 よ り 、 該 圧 力 計 で 実 測 し た 実 測 値 が 高 い
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【 ０ ０ ２ ９ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】



と き だ け 、 排 気 弁 Ｖ １ ～ Ｖ ７ を 開 き 、 そ れ 以 外 は 閉 じ る よ う 制 御 部 ２ ２ で 操 作 制 御 し て 、
排 気 量 を 間 欠 的 に 制 御 し て も よ い 。 ま た 、 必 要 な 時 以 外 で も 、 各 区 画 毎 の 排 気 量 を 又 は 排
気 （ 排 気 弁 を 開 け て い る ） 時 間 を 必 要 時 未 満 、 好 ま し く は ５ 割 未 満 、 も っ と 好 ま し く は １
割 未 満 に な る よ う に 制 御 部 ２ ２ に よ り 制 御 を 行 っ て も よ い 。

な お 、 本 発 明 は 研 磨 装 置 の 排 気 系 に 限 ら ず 、 給 気 系 に つ い て も 同 様 の 概 念 （ 各 区 画 毎 に 給
気 ラ イ ン 、 給 気 弁 を 設 け る ） を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 本 発 明 は 本 特 許 出 願 人 が
先 に 出 願 し た 、 例 え ば 特 願 平 ７ － ３ ４ ４ ７ ９ ７ 号 、 特 願 平 ９ － ３ ３ ７ ８ ４ 号 、 特 願 平 １ １
－ ５ ４ ５ ６ １ ２ 号 、 特 願 平 １ ０ － １ ８ ９ ７ ０ ４ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ０ ３ ９ ２ 号 の 明 細
書 及 び 図 面 に 記 載 し た 装 置 に 適 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。

な お 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 研 磨 装 置 の 構 成 及 び 排 気 系 の 構 成 は 本 発 明 に 係 る 排 気 制 御 装 置
を 用 い る 研 磨 装 置 及 び 排 気 系 の 一 構 成 例 で あ り 、 研 磨 装 置 及 び 排 気 系 は こ れ に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 要 は 研 磨 装 置 の 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に 隔 壁 で
区 画 し 、 各 区 画 毎 に 排 気 ラ イ ン を 設 け る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け た 構 成 で
あ れ ば よ い 。

【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 各 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 下 記 の よ う な 優 れ た 効 果 が 得 ら れ る
。

請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 研 磨 装 置 の 隔 壁 で 囲 ま れ た 空 間 内 を 排 気 を 必 要 と す る 部 位 毎 に
隔 壁 で 区 画 し 、 各 区 画 毎 に 排 気 ラ イ ン を 設 け る と 共 に 、 該 排 気 ラ イ ン 毎 に 排 気 弁 を 設 け 、
さ ら に 排 気 制 御 手 段 を 設 け た の で 、 あ る 区 画 が 排 気 を 必 要 と す る 場 合 の み 、 排 気 制 御 手 段
に よ り 排 気 及 び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 う こ と が で き る か ら 、 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル
や 金 属 汚 染 を 問 題 に な ら な い レ ベ ル に 維 持 す る た め に 排 気 を 必 要 と す る 部 位 に 必 要 十 分 な
排 気 を 実 施 で き る と 共 に 、 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 す る こ と が 可 能 と な る 。

請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄 部 の 洗 浄 段 の 排 気 量 を 研 磨 対 象 物 の 洗 浄 処 理 時 の み
増 や す こ と に よ り 、 全 体 と し て 少 な い 排 気 量 で 効 果 的 に 研 磨 対 象 物 の パ ー テ ィ ク ル や 金 属
汚 染 を 問 題 な い レ ベ ル に 維 持 で き る 。

請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 制 御 手 段 は 該 各 排 気 ラ イ ン 又 は 各 区 画 毎 に 設 定 さ れ
た 圧 力 設 定 値 よ り 該 圧 力 計 に よ る 実 測 値 が 高 い と き の み 排 気 弁 を 操 作 し て 各 区 画 の 排 気 及
び ／ 又 は 排 気 量 の 制 御 を 行 い 、 圧 力 設 定 値 よ り 実 測 値 が 低 い と き は 排 気 を 行 わ な い か ら 、
該 圧 力 設 定 値 を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 排 気 を 必 要 と す る 部 位 に 必 要 十 分 な 排 気 を 実
施 で き る と 共 に 、 無 駄 な 排 気 を 行 わ な い こ と に よ り 、 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節
約 す る こ と が 可 能 と な る 。

請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 制 御 手 段 は 排 気 ラ イ ン 毎 に 設 け た 排 気 弁 を 操 作 し て
各 部 位 で 処 理 時 以 外 で は 排 気 量 又 は 排 気 時 間 を 処 理 時 よ り も 低 下 さ せ る 機 能 を 有 す る の で
、 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 す る こ と が で き る と 共 に 、 処 理 時 に 排 気 を 必 要 と
す る 部 位 に 必 要 十 分 な 排 気 を 実 施 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 排 気 制 御 装 置 を 用 い る 研 磨 装 置 の 平 面 配 置 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 排 気 制 御 装 置 の 排 気 系 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 洗 浄 部 の 待 機 時 、 洗 浄 部 と １ 次 洗 浄 部 と ２ 次 洗 浄 部 に 設
け た 排 気 ラ イ ン の 排 気 弁 を 閉 じ る こ と に よ り 、 待 機 時 は 洗 浄 部 の 排 気 を 行 わ な い か ら 、 研
磨 装 置 の 排 気 に 要 す る エ ネ ル ギ ー を 大 幅 に 節 約 で き る 。



【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 隔 壁
１ １ 　 　 　 　 　 　 研 磨 部
１ ２ 　 　 　 　 　 　 洗 浄 部
１ ３ 　 　 　 　 　 　 仕 切 壁
１ ４ 　 　 　 　 　 　 仕 切 壁
１ ５ 　 　 　 　 　 　 タ ー ン テ ー ブ ル
１ ６ 　 　 　 　 　 　 隔 壁
１ ７ 　 　 　 　 　 　 ト ラ ン ス ポ ー タ
１ ８ － １ 　 　 　 　 プ ッ シ ャ ー
１ ８ － ２ 　 　 　 　 リ フ タ ー
１ ９ 　 　 　 　 　 　 １ 次 洗 浄 部
２ ０ 　 　 　 　 　 　 ２ 次 洗 浄 部
２ １ 　 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ ー フ ァ ン
２ ２ 　 　 　 　 　 　 制 御 部
２ ３ 　 　 　 　 　 　 搬 送 ロ ボ ッ ト
２ ４ 　 　 　 　 　 　 研 磨 対 象 物 ス テ ー シ ョ ン
２ ５ 　 　 　 　 　 　 搬 出 入 部
２ ６ 　 　 　 　 　 　 搬 送 ロ ボ ッ ト
２ ７ － １ ～ ４ 　 　 カ セ ッ ト
２ ８ 　 　 　 　 　 　 カ セ ッ ト 載 置 台
２ ９ 　 　 　 　 　 　 ト ッ プ リ ン グ
３ ０ 　 　 　 　 　 　 反 転 機
Ｌ １ 　 　 　 　 　 　 タ ー ン テ ー ブ ル 回 り 排 気 ラ イ ン
Ｌ ２ 　 　 　 　 　 　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 排 気 ラ イ ン
Ｌ ３ 　 　 　 　 　 　 ト ラ ン ス ポ ー タ 部 排 気 ラ イ ン
Ｌ ４ 　 　 　 　 　 　 プ ッ シ ャ ー 部 等 排 気 ラ イ ン
Ｌ ５ 　 　 　 　 　 　 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン
Ｌ ６ 　 　 　 　 　 　 １ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン
Ｌ ７ 　 　 　 　 　 　 ２ 次 洗 浄 部 排 気 ラ イ ン
Ｖ １ ～ Ｖ ７ 　 　 　 排 気 弁
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